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肺野に均等濃厚な卵円形の腫癌状陰影，心拡大像あ
り。そこで軽度の心不全によるものと考え，ハイグ
ロトン，アスパラを投与したところ， 1ヵ月の X線
写真では異常陰影消失していた。これより Gefter
の云う VanishingTumorと診断出来た症例であ
る。 
5. 藤宮動脈癌の 1治療例 
0大河原邦夫
山崎 武
右膝脅動脈癌を別出し，自家静脈片を移植したー
症例を経験したので報告する。
症例は 48才の男子で，昭和 40年 3月下旬，上記
診断のもとに入院。既往歴は 25才の時軟性下府，
局所所見では，右膝宮部に拍動を伴った鶏卵大の腫
癌を認めた。また W 氏反応(十件〉であったので，術
前iζ駆梅療法を行い，手術を施行した。まず左大伏
在静脈を採取したが，細すぎて吻合不能のため，右
膝宵動脈麿と共i乙右膝寵静脈を刻出し，これを膝
脅動脈聞に，手縫法にて端々吻合した。術後約 11週
で全治退院し，現在 6カ月を経ているが，元気に軽
作業に従事している。
此の症例は，組織学的には，梅毒性動脈癌であり，
文献的には，外国では，動脈硬化性のものが圧倒的
に多い (70%以上)のに比べて，本邦では，梅毒性
が比較的多い (60，..80%)とされている。また移植
片としては，自家静脈を用いるのが最も良いとされ
ているが，本症例も，それを用いて，好結果を得た。 
6. 側頚部にみられた神経鞘腫の 1治験例 
0小野健次郎
吉原一郎
頭部腫癒を主訴とする疾患は多種多様で，臨床上
鑑別診断がむずかしい。ここに結核性淋巴腺炎とし
て治療を受けていた，神経鞘腫の 1例について報告
する。症例は既往歴に肺浸潤，惨出性胸膜炎等を有
する 30才の女性で，主訴は左側頚部腫癌であり，結
核性淋巴腺炎として約 4年間化学療法を受け，その
後放射線治療をも受けたが治癒せず，当科受診時に
は鶏卵大の腫癌のみで，その他の自覚症状は全くな
く，良性腫蕩の診断のもとに入院した。
検査成績は特記する事はない。手術所見では腫癌 
は鶏卵大で，胸鎖乳突筋の前内側にあり，薄い被膜
で被われ，周囲との癒着もなく容易に摘出出来た。
組織学的には神経鞘腫であった。また術後は順調に 
経過した。内科的治療により経過を観察するととも
必要であるが，悪性疾患の可能性も考え試験的摘出
標本によって，組織学的検索を行うことも重要であ
る。
7. 胃潰蕩と合併したザルコイドージスの 1例 
0大森忠昭
香田真一  
最近当教室に於いて，胃潰療と合併したザノレコイ
ドージスの 1例を経験いたしましたので報告致しま
す。胃潰療の臨床診断のもとに胃切除術を施行した
患者ですが，手術所見では胃体部の高位に前後両壁
に対称的に潰蕩があり，また，醇上縁から腹腔動脈
基部に向って累々とリンパ節の腫張がみられまし
た。
このリンパ節の組織検査でザルコイドーツスの変
化が見られました。しかし，切除した胃の組織検査
では，胃潰療の変化のみで，悪性変化もザルコイド
ージスの変化も見られませんでした。また，左鎖骨
上官リンパ節を易Ij出して組織検査を行ったところ，
やはりザノレコイドージスの変化が認められました。
ザjレコイドージスの文献的考察を行ったが，胃自
体のものは，極めて稀で、，また胃潰蕩との相関関係
も不明で， ζの症例の場合も胃潰療の術後リンパ節
の組織検査で，ザノレコイドークスの合併しているこ
とが判明したものであって，胃自体のザ、ルコイドー
ジスではなかった。 
8. 館山市安房郡医師会病院外科の現況
安房医療センターO原 久弥
館山病院川名正義
七浦病院中西文麿
昨年 6月開院した当院外科の現況，特に本年 1月
より 10月までについては以下に示す通りである。
なお外科ベッド数は 48床〈内科 52床計  100床)，常
勤外科医は 1名で大きな手術の場合教室よりまたは
地区外科系会員の協力を得ている。
1.外科入院件数: 10カ月間で 358名で内科医か
らの紹介が多いため虫垂炎が 143件で特に多く続い
て船員の職業病とも云える腰痛を主訴とするものが
多い。
2.手術件数: 10カ月間で 284件，そのうち虫垂
切除  143件続いて胃切除，ヘルニア，ヘモの煩で婦人
科関係も 13件あり地区婦人科医の協力を得ている。
3.外来は検査のみ扱い特に消化器系の診断に重
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点、をおいているが胃腸レントゲン件数は 568件，胃
カメラ件数は 179件である。
その他最近 10カ月聞に入院した胃癌 16例中珍し
い症例(重複癌など) 3例を供覧した。
9. 十二指腸乳頭部腫蕩の 2例
多古中央病院 O常泉吉朗
西沢英三郎
東紀男
我々は 72才と 73才の高令の男子で，十二指腸乳
頭部腫蕩の患者を手術致しました。内 1例は繊維腫
でありました。 2例とも高度の黄症があり，姑息的
に総胆管十二指腸吻合術を施行しましたが，術後一
時的に非常に経過良好で，梓液も小梓管よりの排出
を期待される状態でありましたが，結局第 1例は栄
養失調と全身浮腫による心衰弱，第 2例は胃機能不
全と考えられる状態で死亡しました。 
いずれも高令の患者であった為，手術も消極的に
すぎた点がありましたが，出来得れば二次的に乳頭
部切除を施行すべきであったと考えます。
10. !m急性硬膜外血腫の 1治験例
長野県立須坂病院 
O各務正陣，森川不二男，
熊谷信夫，菅谷健彦
携帯型超音波診断装置を用い  Echo-encephalo圃
graphy により診断し得7こ亜台性頭蓋内血腫を形成
的関頭術iとより治癒せしめた 1例を経験した。
本症例は臨床的には単に軽度の意識障害を主症状
としたに留り，頭蓋内血腫を疑わしめる脳神経症状
を全く認めず， Echo-encephalographyが手術適応
及びその場合の血腫存在側の判定に対し有力な補助
診断となった。
10.の追加 急性硬膜外・下血腫・脳挫傷による
脳浮腫・右天幕切痕内最入を伴う右頭蓋骨々
折の 1治験例
j市川市菊池  厚
患者は 10才の男子。昭和 40年 10月 17日，警報
付無人遮断機なし踏切を自転車にて横断中，電車l乙
はねられ，全身打撲，仮死の状態にて来院，右頭蓋 
骨々折，右頭蓋内出血にて骨形成的関頭術施行，表
題の如く診断確定，約 3週間，昏睡，半昏睡，意識
混潤第 3度移行，覚醒，現在 38日自にして，軽度の
性格変化を呈し，当初より寄在せる右上眼験下垂回
復，また左上肢麻再回復，右及び左下肢麻痔回復，
軽度の左顔面神経麻痔，左下肢の軽度の筋萎縮，左
足関節の機能障害あり，目下マツサー汐，其の他の
加療を入院継続中のー症例を追加発表した。 
11.我々の行なったX線操作キモグラフ
長野県立阿南病院	 O朝岡威親
荒木武雄
原田経国  
(欠席〉
12.肝静脈造影法について
深谷日赤病院	 0松山迫也
篠原治人
田中 勝
肝腫療の診断の一助として肝静脈造影法をとりあ
げ，検討してみた。
方法右大伏在静脈より，クールナンド氏カテー
テノレ No.9を挿入し，腸骨静脈，下大静脈を経て，
肝静脈へ到達させる。その際，横隔膜静脈，腎静脈 
へ挿入しない様注意が必要である。肝静脈へ挿入し
たら， 76%ウログラフィン 20ccを急速に注入し，
撮影する。
対象 当院に入院せる，胃癌 10例，食道癌 1例，
直腸癌  1例，肺癌 1例，肝硬変  1例，計 14例であ
る。 
結果 14例中，造影不成功例 2例，造影成功率  
85.7%である。開腹時，肝に小指頭大の転移 3個を
認めた症例があったが，造影では発見できなかっ
た。 1例肝腫蕩をうたがわせる所見を得たが，開腹
して確かめ得なかった。肝硬変症では肝静脈細枝
に，虫のくった様な，ちぢれのある所見を得た。
結語本法は比較的簡単に実施でき，副作用も少
ない。肝腫療，肝硬変に対し，診断的価値のある方 
法と思われる。
13.当院における輸血後の肝機能調査について
成田赤十字病院 
O小林富久，渡辺進，
田沢敏夫，上野仁，
徳山輝男
成田赤十字病院にて昭和 39年 6月 1日より， 40 
年 6月 30日までに輸血をうけた患者について輪血
前後の肝機能調査を行った。
すなわち肝炎の発生について献血と売血とでどの
